
店舗立地動向調査（空き店舗調査）結果について高松中央商店街

平成30年6月末調査結果の概要

　本調査は、中央商店街の店舗立地状況や空き店舗の状況を把握するため、平成７年度から、
６月末・12月末現在の年２回実施している。

　前回（平成29年12月末）調査に比べ、全フロアにおける総店舗数は９店舗減少し、1,027
店舗、営業店舗数は３店舗増加し、856店舗である。空き店舗数は12店舗減少し、空き店舗
率は1.0ポイント低下した。
　全フロア、１階部分ともに空き店舗率が低下したのは、兵庫町、片原町東部、ライオン通、
丸亀町、常磐町であり、片原町西部は１階部分のみ低下した。空き店舗率が最も低いのは全
フロア、１階部分ともに丸亀町である。
　今回調査では、空き店舗数が全フロア、1階部分ともに２桁の減少があり、高松市の地価
公示結果もプラスに転じたことから、商店街の価値が見直されつつあると思われ、空き店舗
率の低下傾向は続くことが期待される。
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